
日付 内容 担当

10
月
26
日

講演（１）
 「農薬・防除に関する最近の情勢」

全農　耕種資材部
　農薬課　農薬技術対策室

講演（２）
 「残留農薬を取り巻く最近の情勢」

前明治薬科大学　特任教授　
　　永山敏廣氏

こまつなを用いた外部技能試験
（概要と講評） （一財）日本食品分析センター

意見交換（１）
 検査実務に関する取り組み状況について （進行）残留農薬検査室

表１　 令和５年度「ＪＡグループ残留農薬分析研究会」の開催内容
日付 内容 担当

10
月
27
日

話題提供（１）
　 「子実とうもろこしのカビ毒検査について」全農　残留農薬検査室

話題提供（２）
　 「残留農薬検査の結果報告における分析対
象物質の記載について」

全農　残留農薬検査室

意見交換（２）
　 残留農薬検査技術に関する課題について （進行）残留農薬検査室

営農
アシスト

残留農薬検査室では、残留農薬分析
に関する知識・技術向上と情報交換
を目的に、ＪＡグループの営農およ
び残留農薬分析関係者を対象とした
「ＪＡグループ残留農薬分析研究会」
を2001年から継続して開催してい
ます。23回目となる今回は、2023
年10月26～27日、営農・技術セン
ター（神奈川県平塚市）で４年ぶり
となる集合形式で開催し、会場と
Webで計47名が参加しました。

講演や外部技能試験結果の講評

最初に、全農　農薬技術対策室よ
り「農薬・防除に関する最近の情勢」
を説明しました。残留農薬検査の担
当者は、検査対象としている農薬が
日々「どのように使われているか？」
などを知る機会が少ないため、熱心
に聴講していました。
続いて、前明治薬科大学特任教授
の永山敏廣氏より「残留農薬を取り
巻く最近の情勢」について講演いた
だきました。残留農薬に長く携わっ
ておられる永山氏からは、最新の法
規制や分析方法の状況など、貴重な
お話を聞くことができました。
次に、（一財）日本食品分析センタ
ーより、外部技能試験の結果につい
て講評いただきました。この試験は、
ＪＡグループの残留農薬検査の信頼
性を高めるために毎年実施している

もので、本年度はこまつなを対象と
しました。
　その後、各検査機関の分析担当者
に対する教育訓練や、業務効率化に
関する取り組みについて、事前に実
施したアンケートをもとに意見交換
を行いました。残留農薬検査室の各
担当からもそれぞれの取り組み状況
を報告し、各機関と情報を共有しま
した。

残留農薬検査室より話題提供

　２日目は、残留農薬検査室より２
件の話題提供を行いました。まず、全
農が部門間で連携して取り組んでい
る「子実とうもろこし」に関して、今
年度より残留農薬検査室が担当して
いるカビ毒検査の状況を紹介しまし
た。

続いて、残留農薬検査の結果報告
における分析対象物質の記載につい
て、実際の報告書の様式も示しなが
ら、検査依頼者に明確に伝えるべき
点、注意すべき点などの説明を行い
ました。
その後、残留農薬分析に関する技

術的課題（新しい分析方法、測定機
器のメンテナンスなど）について、事
前に実施したアンケートをもとに、各
機関からの報告も交えて意見交換を
行い、各種状況を共有しました。
残留農薬検査室では、今後も「ＪＡ

グループ残留農薬分析研究会」を開
催し、講演などによる情報提供や、参
加者との意見・情報交換を通じて、
ＪＡグループの残留農薬検査のレベ
ルアップを図っていきます。

【全農　耕種総合対策部　残留農薬検査室】

「ＪＡグループ残留農薬分析研究会」開催
４年ぶりに集合形式で開催し、47名が参加

写真１　「ＪＡグループ残留農薬分析研究会」の開催風景（営農・技術センター）
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